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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月4日(2010.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッグの周囲に、当該バッグと共に巻きつけた持ち運び可能で、延在可能な毛布であっ
て、当該毛布が４辺に連結手段を有し、この連結手段によって複数の毛布を互いに連結さ
せることができ、前記毛布が上側連結手段（Ｃ）と下側連結手段（Ｄ）によって前記バッ
グに締結可能であり、長手方向の辺の連結手段（Ａ、Ｂ）が互いに連結された折りたたん
だ状態にある前記毛布が、前記バッグの周囲に巻きつけられていることを特徴とする、毛
布。
【請求項２】
　請求項１に記載のバッグの周囲に、当該バッグと共に巻きつけた持ち運び可能で、延在
可能な毛布において、前記毛布が複数の毛布を互いに連結するファスナー半片（Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄ）を４辺に有し、折りたたまれて前記バッグの周囲に巻きつけた状態の毛布が、長
手方向の辺のファスナー半片（Ａ、Ｂ）によって互いに連結され、上側ファスナー半片（
Ｃ）と下側ファスナー半片（Ｄ）によってバッグに設けたファスナー半片（Ｃ、Ｄ）に締
結可能であることを特徴とする毛布。
【請求項３】
　請求項１に記載のバッグの周囲に、当該バッグと共に巻きつけた持ち運び可能で、延在
可能な毛布において、前記毛布が、ホックアンドバリ（hook-and-burr）ファスナー片、
スナップおよびその下位範疇、カブリオーレフードファスナー（cabriolet hood fastene
r）、並びにスタッド（stud）によってその他の毛布にも連結可能であるか、あるいは、
前記バッグに締結可能であることを特徴とする毛布。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載のバッグの周囲に、当該バッグと共に巻きつけた
持ち運び可能で、延在可能な毛布において、前記毛布が前記バッグの外側で締結されてい
ることを特徴とする毛布。
【請求項５】
　請求項１、２及び４のいずれか１項に記載のバッグの周囲に、当該バッグと共に巻きつ
けた持ち運び可能で、延在可能な毛布において、前記バッグに締結するための前記ファス
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ナー半片（Ｃ、Ｄ）が、これら半片がしっかり締結されている前記毛布の側長の一部のみ
をカバーしていることを特徴とする毛布。
【請求項６】
　請求項１、２、４、及び５のいずれか１項に記載のバッグの周囲に、当該バッグと共に
巻きつけた持ち運び可能で、延在可能な毛布において、前記バッグに締結するための前記
ファスナー半片（Ｃ、Ｄ）の長さが、当該半片がしっかり締結されている前記毛布の側長
の長さのちょうど半分であることを特徴とする毛布。
【請求項７】
　請求項１、２、４乃至６のいずれか１項に記載のバッグの周囲に、当該バッグと共に巻
きつけた持ち運び可能で、延在可能な毛布において、前記ファスナー半片（Ｃ、Ｄ）間の
前記毛布の長さが、前記ファスナー半片（Ｃ、Ｄ）の包囲スペースに対応し、前記毛布が
、前記バッグの周囲に巻きつけ可能とするために、１回あるいは数回折りたたまれること
を特徴とする毛布。
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